



小説家 ･大岡昇平は1948年 1月号の r映画春秋』に､｢"美女と野獣"について｣1と題す
る論文を発表した｡大岡はこの論文において､ルブランス ･ド･ボーモン夫人が書いた物語 
r美女と野獣』2 (1757年)と､この物語をもとにジャン･コク トオが監督 ･製作 した映画 F美















たい美は (野獣)に恋される無関心な く美女)に相応 し｣い 7｡つまり､大岡がコク トオの


















































































映画 F美女と野獣』を ｢魂の悲劇｣として解釈 した大岡は､こうしてコク トオのユーモア
とアイロニーを完全に見逃してしまった｡その理由はどこにあるのだろうか ? 確かに､映
画 F美女と野獣jを論 じる批評家はほとんど､コクトオのユーモアとアイロニーを軽視 し､

























12 r大岡昇平全集J (筑摩審房､1996)第14巻 697頁｡ 
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